（Ｈ26年1月）

· 厚生労働省は、平成25年度「現代の名工」150名を表彰しました！
「現代の名工」って何？？私を含めてほとんどの方はこの表彰制度をご存じないのではないでしょうか？
厚生労働省は、昭和42年度から毎年概ね100名（平成8年度からは概ね150名）の卓越した技能者（「現代の名工」）を表彰（表彰状、盾とバッジ、褒賞金10万円を授与）する制度を設けて実施しています。その目的は、「広く社会一般に技能尊重の気風を浸透させ、もって技能者の地位及び技能水準の向上を図るとともに、青少年がその適性に応じ、誇りと希望を持って技能労働者となり、その職業に精進する機運を高めることにある」としています。つまり平たく言うと、国が表彰することで技能者は誇りを持ち、周りの人々は称賛し尊敬の念を持つようになり、そのことで本人はさらにその技能に磨きをかけようとする。その光景を目の当たりにした若者の中には、自分も将来そのようになりたいという思いで努力する者が出てくる。そのような好循環が生まれることを国は期待しているということです。
ちなみに、「現代の名工」の対象となるのは、製造・加工・建設・服飾・美容・調理・美術など20部門に分けられた分野の中で、いわゆる職人技と呼ばれる技能等を有し、都道府県知事や事業主団体などの推薦を受けた者です。推薦を受けた者は、部門別審査、総合審査を経て、最終的に厚生労働大臣によって受賞が決定されます。ちなみに私たちが知っている受賞者が、過去にも今回にも何人か入っています。いずれも料理人ですが、陳建民（中華料理：昭和62年）、道場六三郎（日本料理：平成17年）、三國清三（フランス料理：平成19年）、坂井宏行（フランス料理：平成21年）、そして今回は落合務（イタリア料理）。少し身近な賞に感じられたでしょうか？
「現代の名工」のように、「特定の分野でとにかく1番になりたい」とか「そこまではいかなくとも他の人から一目置かれる存在になりたい」といった願望は誰しもが抱いた経験がある、あるいは今、現に抱いているかもしれません。しかし現実は厳しいもので、長い年月をかけて一所懸命努力したとしても、なかなか名工のレベルまでは到達できるものではありません。時には持って生まれた才能や素質、センスの無さを痛感し、諦めてしまった経験も多々あるのではないでしょうか。
そのような悩みを解決するヒントとなる考え方を、教育改革実践家の藤原和博さん（リクルート社を経て東京都杉並区立和田中学校の校長に就任し、義務教育初の民間人校長となった方）の主張するエッセンスを取り入れて、以下にご紹介いたします。
· レアな存在になれ！

どんな分野でも10万人に１人、100万人に1人の存在になるには高いハードルを乗り越えていかなければなりません。これからの時代、1つの分野で勝負するのではなく、２つ、３つといった複数の分野でそれぞれ100人に1人の存在を目指します。考え方としては、２つの分野だと「100人に1人×100人に1人＝1万人に1人」、3つの分野では100万人に1人という計算になります。例えば、英語がそこそこ話せて、ピアノで「ねこ踏んじゃった」が弾ける、剣道5段の警察官といったイメージです。これなら自分にも出来そうだと思えますよね。
· 自分だけの土俵で勝負する！

既に存在する分野で勝負するからライバルが多く、熾烈な競争に勝たなければいけません。自分だけの分野（土俵）が作れたら自分が1番です。例えば、千葉県船橋市の非公認ご当地キャラ、梨の妖精「ふなっしー」です。話すことができるご当地キャラとして、またこれまでになかった独特の動きをするご当地キャラとして他を寄せ付けない人気を誇っています。
年の初めに当たり、今年の目標を明確にイメージできれば何の迷いもなく前に進むことができます。1日でも早く、なりたい自分を見つけようではありませんか！（工藤克己）
